
























































酪 '- i:slr'i/n , P'崇-1=BIP'i･
R′i- R′t(C)O-rL1, P;-(P'1(C)0-ip;+1)/(i+1),
式(2)と(4)から代わりのLiouvile方程式が次のように得られる｡









7TI/fl2I≡710≦T12≡mlRm/LPll, or lPIVml<Rm/710≡C, (9)
ここでToは早く回転する方の半回転時間､R m は平均自由距離､Cは 光`速'｡早い回転時間で(第
1の)時間粗視化することにより､新しい運動量保存則がえられる｡
くα2(孟 (odtPl･去.1)F2,0-COnStantl, e-I/(2-oRb) Rb:ボンド長･
pl(Rl,ul,i) - eL(<F2,0), 7"Rl,ul,i)-eL(慧 <F2,0),
El(Rl,ul,i)- L:(ll<F2>0), Hl(Rl,ul,i)-i:(ulXll<F2>0)･
i:-Idnlldulld入1(01-Pl/lPll,入1-ll/Illl).回転と移行の相互作用は以下のとうり｡
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～ 去 ol(rl,Pl,l,i)l+3wl･jl(rl,Pl,I_1,i)],Wl- p l/ tpll･ (14)_
監 +慧 ･監 -cI一 去雷 ･jlO l･読 /dy2普 ･j2- 2
･ 蓋 (pIEl+警 ×Hl)･(W意 +3慧 ), (15)
CIは衝突項｡un -Jn/qfは非中心力と中心力の断面積の比｡右辺第4項で､分子回転が流れ
jlを加速する(El,Hlは M`axwel方程式'より得られる)0CIによりjlが分散すると､第2項の
-ajl/∂tにより引き伸ばされ､第3項の局所での流れの保存則により折りたたまれる｡局所的な
運動量保存の故に､このカオス的混合は局所で行われ､環境に依存するため､決定論的でなく､
localynon-Markov的となり､不可逆性を示す｡
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